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先物マーケット

満1年を迎えた日経225先物

昨年9月3自にB経 225先物が開始されて l年が経過

した。この問、取引高、取引代金、建玉残高いずれも増

加しており、その市場規模は着実に拡大の方向にある。

以下は日経225先物の 1年間の回顧である=

着実に増加する取引高

昨年9月3日から本年8月31日までの 1年間の取引高

合計は524万6，000単位、取引金額合計では166兆6，000億

四となり、 1日平均ではそれぞれ20，600単位、 6，500億

四となった。

月別取引高を 1日平均取引高でみると、各月ともほぼ

20，000単位であるが、本年5月以降は漸増傾向をみせ、

7月、 8月には22，000単位台となっている。

次に日経225先物の市場規模を現物市場「大証・東証

市場第一部・第二部会計〉と取引金額ベースで比較する

と、 48.25'6となっている。(表1参照)

増加傾向を示す建玉残高

建玉残高は、次第に増加している。末年2月中匂頃ま

での半年間は概ね14 ， 000~15 ， 000単位台で推移したが、

その後次第に増加の傾向を見せ、 5月8日には20，000単

位台を超え、更に日経 225オプション取引が始まった 6

月中旬以降増加のテンポが早まり、 7月3自には30，273

単位と初めて30，000単位台に乗せ、同20日には31，462単

位とこれまでの最高を記録した。

高まる市場流動性

市場流動性は着実に高まっており、 100~200単位の大

口注文の執行もスムースに行われるようになり、文価格

形成の面も同滑であるc 月聞における 1日平均の値付回
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数は、取引開始当初は110~150回であったが、 2 月以降

は200回を超えている。文値付1回当たりの平均取引高

はやや減少してきているが、 100単位前後で推移してい

る。 L表2参照)

縮まる先物と現物の変動率の差

年間を通じ先物価格は現物価格よりも狭いレンジで動

いていた。変動状況を前半 (63.9~1. 2) と後半C1 .3~

1.8)に分けてみると前半に比べ後半の方が現物価格と先

物価格との変動率の差が小さくなっている。(表2参照)
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厚みを増した投資家層

この1年聞における投資部門別の取引内容をみるど、

証券会社の自己比率は高水準で推移しているものの、徐

々に低下してきている。一方、ー委託別では、銀行、投資

信託、事業法人、個人、海外投資家といったところが次

第に取引高を増やし、最近では、取引開始当初と比べて

2倍から 3倍に増加し、比率も高まっている。それに対

し生保・損保は微増に止どまり、その他金融機関はやや

減少気味となっている。

「表1) 取引高の推移及び現物市場との比較
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(注〉 日経225先物は9月3日から。


